
┿２�小ཎᮌ中学校にࡼる㏆㞄の
㎰地をά⏝したὶ࣒ࣛࢢࣟࣉ�

㸦ᥦ౪㸸小ཎᮌ中学校㸧�

かれているうが、ὶࣟࣉグラ࣒数、そのの┦ᩜ

地利用ともに多いഴྥがみられる。こうしたつくられ方

が、≀⌮的、ᚰ⌮的な中間㡿域のฟにつながり、ヰ

やᣵᣜ等の⮬↛なὶ、そしてࣟࣉグラ࣒的ὶへとⓎ

ᒎしている可能性も♧၀される。�

㸳－㸰� �㠃からみた共存のഴྥࢺࣇࢯ

� していると考えられࡰ㠃で共存関係に影響を及ࢺࣇࢯ

るのが「学༊ෆฟ㌟者のྜ」「共存に対する✚極性」で

ある。「学༊ෆฟ㌟者のྜ」の高いうがὶࣟࣉグラ

、数の多いこと、また、「学校ෆฟ㌟者のྜ」が高い࣒

「共存に対する✚極性」が学校ഃ・仮設住宅⮬ഃと

もに高いうが、ὶࣟࣉグラ࣒のᑟ・ᙧ態に多様性

があること、が♧၀される。学༊ෆฟ㌟者のྜは、╔

工時期、市⾤地への㏆᥋性、ᚑ前の地域ࢸࢽ࣑ࣗࢥの

ᙉさ等によって学校ࡈとにᕪが生じていると考えられる。� � �

例えࡤ、小ཎᮌ中学校に建設された学校仮設住宅は、

学༊ෆのฟ㌟者が ���㸣であり、そうしたᙉいࢽ࣑ࣗࢥ

ࣉを生かしたὶࢸ

ࣟグラ࣒が設定されて

いる。学༊ෆฟ㌟者の

ྜは学校や⮬の

共存に関する考え方や

㐠Ⴀ方㔪とᐦ᥋に関係

しており、者の共存

関係にも影響が及ࡔࢇ

と考えられる。たࡔし、

上グのഴྥとは外れる事例として㝵上中学校や気仙沼中

学校がある。前者は、学༊ෆฟ㌟者のྜが ��㸣である

がὶࣟࣉグラ࣒数は㸮、後者は ��㸣以下であるが㸱つ

のὶࣟࣉグラ࣒がある。前者は仮設住宅の⮬長が

既に団地から㏥去しており実㉁的に⮬がᶵ能してい

ないこと、後者は気仙沼小学校と地域の図᭩㤋等が㞄᥋

しており、学༊を㉸えた地域のὶのᣐ点としてのᙺ

をᙜ学校が震災以前からᙺをᯝたしていたことがそれ

�。れ要ᅉの一つとして考えられるࡒ

 
㸴. ࡲとࡵ 
���学校仮設住宅の建⠏的実態からは、をᩜ地とする応

急仮設住宅とは㐪い、ฟධཱྀの位置、校⯋ഃの࢙ࣇンࢫ

の建設等、学校における教育的環境をさないことに配

慮した計画がなされていた。一方で、校⯋と住Ჷの配置

関係等、住生活をඃඛした計画もみられた。�

���共存のഴྥ分ᯒからは、ᚑ前からの地域ࢸࢽ࣑ࣗࢥ

の≉性や、学༊ෆ居住ୡᖏが仮設住宅住民に༨めるྜ

などに象ᚩされる、仮設住宅に⛣㌿した住民間や学校と

住民の間の日ᖖ時からのぶᐦ性、そしてそれらと関㐃す

ると考えられる学校長や仮設住宅⮬長の共存に対す

る意ྥが、学校と仮設住宅住民との共存の実態に関係し

ていることが♧၀された。�

また、学校ᩜ地ෆにおける「࢙ࣇンࢫの配置」「ฟධり

ཱྀの設置」「校庭のṧ存の程ᗘ」などの学校仮設住宅のつ

くられ方と共存の実態にも関係性が♧၀された。こうし

た要⣲は、ᚑ前からの地域性や学校仮設ෆでᙧᡂされた

人間関係をもとに目指される共存の方ྥ性を間᥋的にಁ

㐍またはᢚไする要⣲としてస用していることが考えら

れる。�

� 者の望ましい共存のあり方は、ᵓᡂ࣓ンࣂーのᚑ前

からの関係性によって␗なってくるであࢁうが、✚極的

な共存関係のᵓ⠏は、学校にとっては仮設住宅住民を地

域的な教育活ືにྲྀり㎸めるᶵであり、また仮設住宅

住民にとっては仮設期のより良いࢸࢽ࣑ࣗࢥのᙧᡂ・

維持にᐤするものとなることが実態を㏻じて♧၀され

た。そのためには、ձྛ小中学校におけるᩜ地ෆでの仮

設住宅団地建設を想定した被災時の学校の教育方㔪の᳨

ウ、ղ学༊を࣋ーࢫとした応急仮設住宅ධ居者の選定�

また、ձやղを㋃まえ、ճ者の共存関係を意㆑した学

校仮設住宅の建⠏計画、などの᳨ウが重要と考えられる。�

�

㸺ὀ㔘㸼�

ὀ ���民᭷地のᥦ供、被災した公共設㊧等、学校仮住宅が建設後に᳨

ウされたものである。�

ὀ ��学校仮設住宅の建⠏計画は宮城県、用地選定は気仙沼市がᑟで行

った。計画において、教育ጤဨや学校の意ྥはࡰᫎされていない。�

ὀ㸱）例えࡤ学校ഃの実する既存࣋ンࢺである㐠ືや文化⚍への

仮設住宅住民の観ぴᣍᚅなどに␃まるものは、一方がそのෆᐜに関し

ていないため「ὶࣟࣉグラ࣒」には࢝ウンࢺしないものとする。�

ὀ㸲）回⟅の選択肢がձղを✚極的、ճմを消極的として㞟計している。�

ὀ㸳）ὶࣟࣉグラ࣒数は、㢖ᗘではなく✀㢮を࢝ウンࢺしている。多

くのὶࣟࣉグラ࣒が年間」数回実されていることが調査から☜ㄆ

されており、ྛ 学校間ではὶࣟࣉグラ࣒数のᕪ以上に㢖ᗘには開きが

あることが考えられる。�

�

㸺せཧ⪃ᩥ⊩㸼�

文�）ᮧỤ：震災��年、消㜵㜵災博≀㤋、����年�

文 �）高橋㞝㸱ྡ：阪⚄ῐ㊰大震災における応急仮設住宅のᥦ供お

よࡧ⟶⌮の課㢟、長ᓮ大学工㒊研究ሗ࿌ ��、SS��������、����年�

文 �）佐藤一㸱ྡ：᪂₲中㉺地震における応急仮設住宅の配分⤖ᯝ

と居住‶足ឤの分ᯒ、地域Ᏻ全学ㄽ文㞟、SS��������、����年�

文 �）古屋㈗ྖ㸳ྡ：᪂₲県中㉺Ἀ地震後の᯽ᓮ市における応急仮設

住宅供給とධ居実態、地域Ᏻ全学ㄽ文㞟、SS������、����年�

文 �）藤賀㞞人㸱ྡ：校庭を活用した応急仮設住宅団地の≉性：㝣前

高田市における住宅再建に関する研究��、日本建⠏学大⾡ㅮ₇᱾ᴫ㞟、

SS������、�����年�

１．研究の背景と位置付け 

東日本大震災以降、被災地各地を周る中で、見られた

課題がある。それは、震災を契機に様々な要因が重なる

ことで、地域の住民が分化しているということである。

本稿の研究対象地では、震災後、住宅の被害が微少で、

地域の自宅での居住を継続できているものを「在宅」の

人と呼び、自宅から離れて地域外で居住する住民や仮設

住宅に居住する住民との間に「分化」が生じている。そ

してこの分化が、震災後の地域復興に影響を及ぼしてい

る。こうした差異は、復興後の地域にも影響を及ぼす可

能性を秘めているにも関わらず、これまでほとんど触れ

られてこなかった。家屋の有無や居住地の再建場所を問

わず、住民が各環境下で、地域復興に携わることが重要

であり、そうした延長上に新たな地域の姿があると考え

る。本研究ではこれらのことを課題として、震災前から

復興に至る過程を詳細に捉え、住民の分化実態、各環境

下で果たした役割と課題を明らかにしていくことで、新

たな復興計画・地域計画を構築することを大きな目的と 

している。本稿では被災直後から仮設住宅に至る期間を

対象に、地域住民の分化の実態と、地域復興への影響を

明らかにしていく。また、在宅と呼ばれる家の多くが、

震災直後、数日から数ヶ月に渡り、避難者を受け入れ生

活を共にしていた場所であり、これらの実態を踏まえな

がら研究を進める。 

これまで、自然災害を受けた地域がどのように復興し、

どのような課題が生じたのかということについて様々な

点から研究報告がなされている。復興を評価する論文と

しては、政策面の評価を行ったもの１）環境指標を基に、

居住地再建後の地域評価を行ったもの２）があるが、ハー

ド面の評価が大きく、住民の変化を含むソフト的な評価

がほとんど行われていない。また、復興感に関する研究

の中で、ハード整備や経済状況などの目に見える指標に

加えて、「生活の再適応感」という軸を示し、住民間のコ

ミュニケーションの必要性を説いたもの３）や復興まちづ

くりへの参加率と復興感の関係性について述べたもの４）

がある。筆者も同様の意見を持っており、本研究では、

震災後の残存住宅及びその居住者が果たした役割 
－震災直後から仮設住宅入居に至るまでの避難実態に着目して－ 

 

The role that residual house and resident play after earthquake 

- Attention to actual situation of disaster area in right after disaster - 

 

○友渕貴之�，山崎寿一���槻橋修�� �

TOMOBUCHI Takayuki, YAMAZAKI Juichi, TSUKIHASHI Osamu 

 

The purpose of this study is clarify the parts of different environmental residents , in  

particular stay behind household. The trend of disaster area of the Great East  

Japan Earthquake is studied to grasp for actual situation , residents of differentiation. 

As the result, the following a made a clear:  

1) residents of differentiation immediately following , 

2) the relation between evacuated household and accepted household , 

3)�element to be shelter 

4) day-to-day alternating current function in a time of disaster 
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コミュニケーションのῶ少や復興まちづくりへの参加率

に差異や⌧象が生じるに至った要因をᑟきฟすものであ

る。震災直後のືྥについては、地震・ὠἼ被害による

人的被害と住民避難行ືに関するㄪᰝを行ったもの㸳）や

指ᐃ避難所の㐠Ⴀ実態㸴）、බ共設の避難所への㌿⏝実

態㸵）について研究報告がᣲࡆられるが、これらは地域

యのືきを示しておらず、避難所に入らなかった住民の

避難実態が明な状態である。本研究では、地域住民

యの避難実態を捉える点において異なる。 
本研究の対象地であるᐑᇛ┴Ẽᕷ大ἑ地༊では、

指ᐃ避難所とはูに、残存住宅が避難所のような役割を

果たし、避難者を受け入れ、一ᐃ期間生活を共にしてい

た。このように、⚾的な✵間が災害において、どのよ

うに機能していたのかという点に╔目することで、震災

前の地域構㐀をᢕᥱすることが可能であり、その後の住

民の環境変化にకう分化過程、各環境下における住民が

地域復興に果たした役割をᥦ示することがฟ᮶ると考え

る。本地༊は東日本大震災における多くの地域に共㏻す

るように、人ཱྀῶ少の課題を持つ⁺ᮧ集落であり、家屋

のቯ率が⣙ 75㸣と被害が大きく、集ᅋ⛣㌿によって同

地༊ෆに居住地再建を行う場所である。また、筆者が

2011 ᖺ 8 月からᨭ活ືを行う地域でもあり、復興過程

を詳細に見るという間軸を考៖した㝿に、本地༊を一

つのࣔࣛࢢࣀフとして論をᒎ㛤することは、地域にお

いても重要な▱見となるものである。 
 
㸰．研究᪉ἲ 
本研究では、ᐑᇛ┴Ẽᕷ大ἑ地༊を対象にㄪᰝ研

究を行う。本研究を行うにあたり、���� ᖺ � 月 �� 日㹼

��日の期間にㄪᰝを行った。その㝿にㄪᰝしたෆᐜは下

グの㏻りである。 
（ϸ）住民へのࣜࣄンࢢㄪᰝ�

� � � ・ぶ㢮構ᡂ、♫⤌⧊に関するࣜࣄンࢢ�

� � � � （各ぶ㢮・⤌⧊௦⾲者：��人）�

� � � ・残存住宅の居住者୪びに避難ୡᖏに対するᙜ

の生活実態に関するࣜࣄンࢢ�

� � � � （受入ୡᖏ：��人� 避難住民：�人）�

（Ϲ）避難所の㐠Ⴀ・居住者᥎⛣に関する㈨ᩱ集�

� � � ・大ἑ災害復ᪧ本㒊の㈨ᩱ集�

また、研究のᡭ㡰としては下グの㏻りである。�

ձ震災以前の地域構㐀のᢕᥱ 
� ・地⌮的構㐀（行政༊・㞄⤌・過ཤのᾐỈ⠊ᅖ） 
� ・ぶ㢮構㐀 

� ・♫的行Ⅽに関する構㐀（Ỉᘬの⤌） 
ղ避難実態のᢕᥱ・分ᯒ 
ճ残存住宅の居住者と避難者の≉性分ᯒ 
մ残存住宅における避難生活の実態ᢕᥱ 
յ残存住宅の避難所化する要⣲のᢳฟ 
ն残存住宅及びその居住者が復興過程において果たす�

役割と課題のᥦ示 
 
㸱．Ẽᕷἑᆅ区に࠾けるᆅᇦᵓ㐀 
3－1．ἑᆅ区のᴫせ 
� 本地༊は、ᐑᇛ┴᭱➃に⨨する⁺ᮧ集落であり、

���ୡᖏ ���人（����ᖺ �月点）で構ᡂされている。

過ཤにも明・୕㝣地震によってὠἼ被害を受け、

㧗ྎ⛣㌿を⧞り㏉している地域でもある（ᅗ１）。人ཱྀも

ῶ少ഴྥにあり、���� ᖺには ���� 人を㉸えていたが、

⌧在では ���人と༙数以下になっている。しかし、ୡᖏ

数はほとんど変化しておらず、人ཱྀのࡳがῶ少している

ことから、ୡᖏ༢で地域を離れたヂでは無く、ୡᖏ人

ᅗ１：大ἑ地༊の被災ᒚṔと⌧状 
（2015 ᖺ 9 月 6 日点） 

ᅗ２：Ẽᕷ大ἑ地༊の人ཱྀ・ୡᖏ᥎⛣ 

数がῶ少していることが分かる（ᅗ２）。住宅の被害状

況としては、てὠἼ被害によるものであり、ቯ ���

戸、༙ ቯ �戸、一㒊◚ᦆ �戸、被災なし ��戸と大多数

が家屋をኻう被害を受けたが、ᖾいにも住宅の ��㸣

がὠἼ被害をචれている。また、地༊၏一の集設

がὶฟし、神♫もᾐỈ被害を受けたため、地༊ෆに避

難できるබ共設はなく、㞄᥋地༊にある中学ᰯが指

ᐃ避難所として機能した。一᪉、地༊ෆでは被災をච

れた家に多くの住民が避難しており、▷い場ྜでは指

ᐃ避難所までの㐨が㏻るまでの数日、長い場ྜでは仮

設住宅などḟの住ࡳฎがỴまるまで期間、およそ �か

月もの間、家屋をኻった避難者と共同生活を行ってい

た。また、東日本大震災におけるᾐỈ面✚は、過ཤの

明・を上ᅇるものであり、地༊の中ᚰ㒊は大き

な被害を受け、➃々に残った住宅のෆ、ẚ㍑的標㧗の

㧗い場所に⨨する住宅が避難所化したのである。� �

�

3㸫2㸬地⌮的構㐀 
� 本地༊の行政༊・㞄⤌を示したものがᅗ３である。行

政༊・㞄⤌は、ᅇぴᯈや㓄ᕸ≀の㓄ᕸ・ᅇ、地༊のΎ

ᤲ活ືを行うための༢として活⏝されており、1 つの

㞄⤌は 10 ୡᖏほどで構ᡂされ、㞄⤌を」数まとめたも

のが行政༊にあたる。また、本地༊はపᖹ地がࡔࡦ状に

ᗈがっており、ἢうようにして住宅が୪んでいるため、

地ᙧ的なまとまりも見られ、過ཤには⚍りの㝿にἑẖに

。をసり、ദしを行っていたともゝわれているࣉーࣝࢢ

」㞧な地ᙧであるため、地ᙧによるまとまりも自然と生

じている。 
  
3－3．ぶ㢮ᵓ㐀 
� 本地༊では、⾑⦕関係とはูに、ぶ㢮と呼ばれる⧅が

りがある。これは、ෙ፧ⴿ⚍を各家ᗞで行う㝿に、その

‽備➼をᡭఏうことがな目的であるとゝわれ、≉ᐃの

行活ືを共に行うもあるが、⌧在ではෙ፧ⴿ⚍を家

で行わないため、ぶ㢮で行う活ືは見られない。ぶ㢮は、

に⾑⦕関係者によって構ᡂされているが、⾑⦕関係者

がᒓしていないや⾑⦕関係者以外がᒓしているもあ

り、所以については明な㒊分も多いが、⚾的な行➼

を行う㝿にᡭ数が必要であったことやᅔりࡈとなどがあ

った㝿に、ᨭえྜう⤌⧊であるとゝわれている。そのた

め、ぶ㢮がቑえすࡂると、㈇ᢸがቑ加するといった࣓ࢹ

トがあり、ての⾑⦕者をぶ㢮に加えず、ぶ㢮ෆでࢵࣜ

㆟を行い、加入のỴ㆟が行われているのである。この

ᅗ３：行政༊・㞄⤌の༊画割り 

Ⰽ：㞄⤌ 
ኴ⥺：行政༊ 

同じグྕが

一つのぶ㢮

⤌⧊を示す。 

ᅗ４：ぶ㢮分ᕸᅗ 

同じグྕが

一つの⤌⧊

を示す。 

ᅗ㸳：༠同でỈをᘬいたୡᖏの分ᕸᅗ 
。 
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コミュニケーションのῶ少や復興まちづくりへの参加率

に差異や⌧象が生じるに至った要因をᑟきฟすものであ

る。震災直後のືྥについては、地震・ὠἼ被害による

人的被害と住民避難行ືに関するㄪᰝを行ったもの㸳）や

指ᐃ避難所の㐠Ⴀ実態㸴）、බ共設の避難所への㌿⏝実

態㸵）について研究報告がᣲࡆられるが、これらは地域

యのືきを示しておらず、避難所に入らなかった住民の

避難実態が明な状態である。本研究では、地域住民

యの避難実態を捉える点において異なる。 
本研究の対象地であるᐑᇛ┴Ẽᕷ大ἑ地༊では、

指ᐃ避難所とはูに、残存住宅が避難所のような役割を

果たし、避難者を受け入れ、一ᐃ期間生活を共にしてい

た。このように、⚾的な✵間が災害において、どのよ

うに機能していたのかという点に╔目することで、震災

前の地域構㐀をᢕᥱすることが可能であり、その後の住

民の環境変化にకう分化過程、各環境下における住民が

地域復興に果たした役割をᥦ示することがฟ᮶ると考え

る。本地༊は東日本大震災における多くの地域に共㏻す

るように、人ཱྀῶ少の課題を持つ⁺ᮧ集落であり、家屋

のቯ率が⣙ 75㸣と被害が大きく、集ᅋ⛣㌿によって同

地༊ෆに居住地再建を行う場所である。また、筆者が

2011 ᖺ 8 月からᨭ活ືを行う地域でもあり、復興過程

を詳細に見るという間軸を考៖した㝿に、本地༊を一

つのࣔࣛࢢࣀフとして論をᒎ㛤することは、地域にお

いても重要な▱見となるものである。 
 
㸰．研究᪉ἲ 
本研究では、ᐑᇛ┴Ẽᕷ大ἑ地༊を対象にㄪᰝ研

究を行う。本研究を行うにあたり、���� ᖺ � 月 �� 日㹼

��日の期間にㄪᰝを行った。その㝿にㄪᰝしたෆᐜは下

グの㏻りである。 
（ϸ）住民へのࣜࣄンࢢㄪᰝ�

� � � ・ぶ㢮構ᡂ、♫⤌⧊に関するࣜࣄンࢢ�

� � � � （各ぶ㢮・⤌⧊௦⾲者：��人）�

� � � ・残存住宅の居住者୪びに避難ୡᖏに対するᙜ

の生活実態に関するࣜࣄンࢢ�

� � � � （受入ୡᖏ：��人� 避難住民：�人）�

（Ϲ）避難所の㐠Ⴀ・居住者᥎⛣に関する㈨ᩱ集�

� � � ・大ἑ災害復ᪧ本㒊の㈨ᩱ集�

また、研究のᡭ㡰としては下グの㏻りである。�

ձ震災以前の地域構㐀のᢕᥱ 
� ・地⌮的構㐀（行政༊・㞄⤌・過ཤのᾐỈ⠊ᅖ） 
� ・ぶ㢮構㐀 

� ・♫的行Ⅽに関する構㐀（Ỉᘬの⤌） 
ղ避難実態のᢕᥱ・分ᯒ 
ճ残存住宅の居住者と避難者の≉性分ᯒ 
մ残存住宅における避難生活の実態ᢕᥱ 
յ残存住宅の避難所化する要⣲のᢳฟ 
ն残存住宅及びその居住者が復興過程において果たす�

役割と課題のᥦ示 
 
㸱．Ẽᕷἑᆅ区に࠾けるᆅᇦᵓ㐀 
3－1．ἑᆅ区のᴫせ 
� 本地༊は、ᐑᇛ┴᭱➃に⨨する⁺ᮧ集落であり、

���ୡᖏ ���人（����ᖺ �月点）で構ᡂされている。

過ཤにも明・୕㝣地震によってὠἼ被害を受け、

㧗ྎ⛣㌿を⧞り㏉している地域でもある（ᅗ１）。人ཱྀも

ῶ少ഴྥにあり、���� ᖺには ���� 人を㉸えていたが、

⌧在では ���人と༙数以下になっている。しかし、ୡᖏ

数はほとんど変化しておらず、人ཱྀのࡳがῶ少している

ことから、ୡᖏ༢で地域を離れたヂでは無く、ୡᖏ人

ᅗ１：大ἑ地༊の被災ᒚṔと⌧状 
（2015 ᖺ 9 月 6 日点） 

ᅗ２：Ẽᕷ大ἑ地༊の人ཱྀ・ୡᖏ᥎⛣ 

数がῶ少していることが分かる（ᅗ２）。住宅の被害状

況としては、てὠἼ被害によるものであり、ቯ ���

戸、༙ ቯ �戸、一㒊◚ᦆ �戸、被災なし ��戸と大多数

が家屋をኻう被害を受けたが、ᖾいにも住宅の ��㸣

がὠἼ被害をචれている。また、地༊၏一の集設

がὶฟし、神♫もᾐỈ被害を受けたため、地༊ෆに避

難できるබ共設はなく、㞄᥋地༊にある中学ᰯが指

ᐃ避難所として機能した。一᪉、地༊ෆでは被災をච

れた家に多くの住民が避難しており、▷い場ྜでは指

ᐃ避難所までの㐨が㏻るまでの数日、長い場ྜでは仮

設住宅などḟの住ࡳฎがỴまるまで期間、およそ �か

月もの間、家屋をኻった避難者と共同生活を行ってい

た。また、東日本大震災におけるᾐỈ面✚は、過ཤの

明・を上ᅇるものであり、地༊の中ᚰ㒊は大き

な被害を受け、➃々に残った住宅のෆ、ẚ㍑的標㧗の

㧗い場所に⨨する住宅が避難所化したのである。� �

�

3㸫2㸬地⌮的構㐀 
� 本地༊の行政༊・㞄⤌を示したものがᅗ３である。行

政༊・㞄⤌は、ᅇぴᯈや㓄ᕸ≀の㓄ᕸ・ᅇ、地༊のΎ

ᤲ活ືを行うための༢として活⏝されており、1 つの

㞄⤌は 10 ୡᖏほどで構ᡂされ、㞄⤌を」数まとめたも

のが行政༊にあたる。また、本地༊はపᖹ地がࡔࡦ状に

ᗈがっており、ἢうようにして住宅が୪んでいるため、

地ᙧ的なまとまりも見られ、過ཤには⚍りの㝿にἑẖに

。をసり、ദしを行っていたともゝわれているࣉーࣝࢢ

」㞧な地ᙧであるため、地ᙧによるまとまりも自然と生

じている。 
  
3－3．ぶ㢮ᵓ㐀 
� 本地༊では、⾑⦕関係とはูに、ぶ㢮と呼ばれる⧅が

りがある。これは、ෙ፧ⴿ⚍を各家ᗞで行う㝿に、その

‽備➼をᡭఏうことがな目的であるとゝわれ、≉ᐃの

行活ືを共に行うもあるが、⌧在ではෙ፧ⴿ⚍を家

で行わないため、ぶ㢮で行う活ືは見られない。ぶ㢮は、

に⾑⦕関係者によって構ᡂされているが、⾑⦕関係者

がᒓしていないや⾑⦕関係者以外がᒓしているもあ

り、所以については明な㒊分も多いが、⚾的な行➼

を行う㝿にᡭ数が必要であったことやᅔりࡈとなどがあ

った㝿に、ᨭえྜう⤌⧊であるとゝわれている。そのた

め、ぶ㢮がቑえすࡂると、㈇ᢸがቑ加するといった࣓ࢹ

トがあり、ての⾑⦕者をぶ㢮に加えず、ぶ㢮ෆでࢵࣜ

㆟を行い、加入のỴ㆟が行われているのである。この

ᅗ３：行政༊・㞄⤌の༊画割り 

Ⰽ：㞄⤌ 
ኴ⥺：行政༊ 

同じグྕが

一つのぶ㢮

⤌⧊を示す。 

ᅗ４：ぶ㢮分ᕸᅗ 

同じグྕが

一つの⤌⧊

を示す。 

ᅗ㸳：༠同でỈをᘬいたୡᖏの分ᕸᅗ 
。 
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ように、⾑⦕とは異なるシ࣒ࢸࢫでぶ㢮と呼ばれる⤌⧊

がᙧᡂされており、有の㝿にᨭえྜうことを目的とし

た⤌⧊なのである。 
ぶ㢮の構㐀をᅗ示化したものがᅗ４である。4 ୡᖏほ

どで構ᡂされるものもあれば、10 ୡᖏを㉸えるものもあ

る。また、同じⱑᏐであっても」数のぶ㢮に分かれてい

るものもあり、ᅗ中では同じグྕでⰍㄪが異なるものが

それにあたる。㒊で 15 のぶ㢮に༊分でき、一ᐃのま

とまりも見られるが、つ๎性があるとはゝえない。 
 
�－�．♫ⓗ⾜Ⅽからぢるᆅᇦᵓ㐀�

本地༊では、40 ᖺ程前までỈ㐨が㏻っていなかったこ 
とから、も༠同でỈをᘬいている家が多く存在する（ᅗ

㸳）。基本的には、㏆㞄ୡᖏで⤌⧊を⤌2、ࡳ㹼7 ୡᖏほ

どでỈをᘬいているが、1 ࡳのࣉーࣝࢢ 31 ୡᖏの⤌⧊を

ᙧᡂしている（ᅗ中：○༳）。これはの⤌⧊が㏆くの山

やᕝからỈをᘬいているのに対して、本⤌⧊は㏆くから

Ỉをᘬくことができなかったために、༠同でᕝの上ὶか

らỈをᘬいたのである。しかし、ᅇの震災によって、

多くの家が㧗ྎに⛣㌿するために、本⤌⧊はゎᩓするこ

ととなった。また、本ᅗでは示していないが、ಶูにỈ

をᘬいているୡᖏも多く、地༊の各地で自然Ỉが⏝いら

れていた。 
地⌮的᮲௳・ぶ㢮・♫行Ⅽによる地域構㐀をᅗ３㹼

㸳に示したが、各⤌⧊によって構ᡂされる家は異なって

おり、地域の中で多様な⧅がりがあることが分かる。こ

れらのことを踏まえながら、災害においてどのような

⧅がりが有ຠに機能したのか分ᯒしていく。 
 

㸲．ᮾ᪥ᮏ震災後に࠾ける避難実態 
4－1．災ᐖ直後の避難≧ἣ 
� 震災ᙜ日、地震Ⓨ生後、㏆くの㧗ྎや避難設、中に

は⯪をฟしてᾏ上にฟるなどして避難し、ὠἼがおさま

ってから各自、指ᐃ避難所である中学ᰯのయ⫱㤋や被災

をචれた家に避難を行ったものが多い。その後、㈤㈚住

宅や地域外のぶ㢮の家、ḟ避難所、仮設住宅などに住

まいを⛣しながら、居住地再建に至る（ᅗ㸴）。≉に災害

直後から応ᛴ仮設住宅に入居するまでの期間は生活環境

もᝏく、避難場所を㌿々としているୡᖏも多い。そこで、

地域住民により⤖ᡂされた、大ἑ災害復ᪧ本㒊の㈨ᩱを

基に、指ᐃ避難所への避難（中学ᰯయ⫱㤋に避難したୡ

ᖏ）、残存住宅に残␃（被災をචれた・⿵修➼を行い生活

する➼、震災前と同じ家で生活を行うୡᖏ）、残存住宅へ

の避難（残存住宅に避難したୡᖏ）、㏆㞄地༊への避難（学

༊ෆに⨨する家に避難したୡᖏ）、その（学༊外への

避難ୡᖏ、ࡳなし仮設、ḟ避難所➼に⛣ったୡᖏ）に

分㢮し、その᥎⛣をࣛࢢフ化した（ᅗ㸵）。本地༊では、

応ᛴ仮設住宅に入居しጞめたのが、� 月ᮎであり、住

民が仮設住宅に入居したのは、� 月中᪪ࢁࡈである。住

民の避難状況についてಖ存されている㈨ᩱが�月��日か

ら �月 ��日までのものであるため、避難所が㛢所するま

での期間を示すことはฟ᮶ていないが、避難の実態とഴ

ྥをᢕᥱする上では有ຠなࢹーࢱである。本ᅗを見ると

災害Ⓨ生日から間もない㡭が指ᐃ避難所に避難したୡᖏ

数のࣆーࢡであり、月日と共に指ᐃ避難所を離れるୡᖏ

ᅗ㸴：震災から居住地再建に至る居住地変㑄（大ἑ地༊の場ྜ） 

ᅗ㸵：避難場所の᥎⛣（ୡᖏ数） 

指ᐃ避難所 
残存住宅 

残存住宅へ避難 
㏆㞄地༊ 
その 

が多くなっている。ጞめに人数がῶりጞめたのが震災か

ら �ヶ月が過ࡂた㡭であり、残␃ୡᖏ数がቑ加している

ことが分かる。災害から �ヶ月㡭には住民による行᪉

明者のᤚ⣴やがれきの᧔ཤ、見ᅇり➼が落ち╔きጞめ、

自宅の⿵修➼をጞめたୡᖏや家屋被災をචれたが、Ᏻ

をႚするため、自宅より㧗ྎに⨨する家に避難してい

たୡᖏがᡠりฟした㡭と考えられる。震災から �ヶ月༙

が過ࡂたこࢁには指ᐃ避難所の避難ୡᖏ数が大きくῶ少

しጞめ、その、同学༊外に避難するୡᖏ数が大きくቑ

加し、� 月 � 日の点で避難ୡᖏ数が㏫㌿している。こ

うした⫼ᬒには、� 月ᮎにࡳなし仮設がไᗘ化され、自

ら見つけた㈤㈚住宅を仮設住宅と同様にᢅわれるように

なったこと、᪑㤋➼の設をḟ避難所としてເ集をか

けるようになったことから、避難所の生活・環境に⪏え

られないୡᖏが、一Ẽに避難所を離れたということが大

きな要因と考えられる。しかし、ここで╔目したいのは、

指ᐃ避難所を離れるୡᖏ数の割ྜにẚべて、残␃ୡᖏへ

の避難ୡᖏ数に大きな変化が見られないということであ

る。残␃ୡᖏにẼをうためにの避難所に⛣ືしたと

いうୡᖏも見られたが、実㝿に離れたのは数ୡᖏであり、

地༊ෆ・㏆㞄地༊含めて ��ୡᖏ㏆くが残␃ୡᖏでの避難

生活を続けていることが明らかとなった。 
 
4－2．残存住宅の避難者ཷけ入ࢀୡᖏの実態 
ᅇの災害に地༊ෆ外問わず避難者を受け入れたୡ

ᖏ数は �� ୡᖏ、そのෆ、地༊住民を受け入れたୡᖏは

��ୡᖏと、残存住宅のおよそ༙数が避難者を受け入れて

いる。また地༊ෆ・㏆㞄地༊ෆに⨨する残存住宅に避

難したୡᖏ数は᭱大 �� ୡᖏと避難者数の ��㸣にあた

り、地༊ෆの残存住宅に避難したୡᖏࡔけでも ��ୡᖏ、

��㸣、ᖹᆒ ���ୡᖏを受け入れたということになる。こ

⾲１：避難受入れୡᖏと避難者の関㐃 

ᅗ㸶：避難受入れୡᖏと避難者の関係ᅗ 
（2011 ᖺ 3 月 28 日） 

ᅗ㸷：避難受入れୡᖏと避難者の関係ᅗ 
（2011 ᖺ 5 月 23 日） 
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が多くなっている。ጞめに人数がῶりጞめたのが震災か

ら �ヶ月が過ࡂた㡭であり、残␃ୡᖏ数がቑ加している

ことが分かる。災害から �ヶ月㡭には住民による行᪉

明者のᤚ⣴やがれきの᧔ཤ、見ᅇり➼が落ち╔きጞめ、

自宅の⿵修➼をጞめたୡᖏや家屋被災をචれたが、Ᏻ

をႚするため、自宅より㧗ྎに⨨する家に避難してい

たୡᖏがᡠりฟした㡭と考えられる。震災から �ヶ月༙

が過ࡂたこࢁには指ᐃ避難所の避難ୡᖏ数が大きくῶ少

しጞめ、その、同学༊外に避難するୡᖏ数が大きくቑ

加し、� 月 � 日の点で避難ୡᖏ数が㏫㌿している。こ

うした⫼ᬒには、� 月ᮎにࡳなし仮設がไᗘ化され、自

ら見つけた㈤㈚住宅を仮設住宅と同様にᢅわれるように

なったこと、᪑㤋➼の設をḟ避難所としてເ集をか

けるようになったことから、避難所の生活・環境に⪏え

られないୡᖏが、一Ẽに避難所を離れたということが大

きな要因と考えられる。しかし、ここで╔目したいのは、

指ᐃ避難所を離れるୡᖏ数の割ྜにẚべて、残␃ୡᖏへ

の避難ୡᖏ数に大きな変化が見られないということであ

る。残␃ୡᖏにẼをうためにの避難所に⛣ືしたと

いうୡᖏも見られたが、実㝿に離れたのは数ୡᖏであり、

地༊ෆ・㏆㞄地༊含めて ��ୡᖏ㏆くが残␃ୡᖏでの避難

生活を続けていることが明らかとなった。 
 
4－2．残存住宅の避難者ཷけ入ࢀୡᖏの実態 
ᅇの災害に地༊ෆ外問わず避難者を受け入れたୡ

ᖏ数は �� ୡᖏ、そのෆ、地༊住民を受け入れたୡᖏは

��ୡᖏと、残存住宅のおよそ༙数が避難者を受け入れて

いる。また地༊ෆ・㏆㞄地༊ෆに⨨する残存住宅に避

難したୡᖏ数は᭱大 �� ୡᖏと避難者数の ��㸣にあた

り、地༊ෆの残存住宅に避難したୡᖏࡔけでも ��ୡᖏ、

��㸣、ᖹᆒ ���ୡᖏを受け入れたということになる。こ

⾲１：避難受入れୡᖏと避難者の関㐃 

ᅗ㸶：避難受入れୡᖏと避難者の関係ᅗ 
（2011 ᖺ 3 月 28 日） 

ᅗ㸷：避難受入れୡᖏと避難者の関係ᅗ 
（2011 ᖺ 5 月 23 日） 
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れは、指ᐃ避難所の㈇ᢸをῶ少さࡏることに⧅がってお

り、被災をචれたୡᖏが復興過程において果たした重要

な役割である。�

被災程ᗘูに避難状況を見てࡳると、ቯをචれたୡ

ᖏのࡳを受け入れている家と、ቯしたୡᖏのࡳを受け

入れているୡᖏが多く、୧避難者を受け入れているୡᖏ

は少ない（⾲１、ᅗ㸶、ᅗ㸷）。また、ቯをචれたୡᖏ

の戸が同じ行政༊ෆ・㞄⤌ෆに⨨する㏆くの残存住

宅に避難しているのに対して、ቯしたୡᖏは㊥離を問

わず避難していることが分かる。さらに、ቯをචれた

避難者の多くが �か月後には自宅にᡠって生活をしてい

る。このような要因としては、大きく２つ、家屋が残っ

ているୡᖏが避難所に行くᚰ⌮的な㒊分と自宅㏆くに避

難することで、自宅の∦づけ、⿵修➼が行い᫆くなると

いう≀⌮的な㒊分がᣲࡆられる。ここには受け入れୡᖏ

ഃの㓄៖がᙉくാいているといえる。�

� またの≉性について見ていくと、ぶ㢮であることに

よって⧅がっているୡᖏも見られるが、� ௳と少なく、

ほとんどが地⌮的な⧅がりによるものであることが分か

る。そのにはぶ㢮ではないがẕ᪉の実家であったとい

うことやᏊ౪の同⣭生の家、⫋場の同といったෆᐜが

ᣲࡆられる。このように、一見⧅がりがᙉそうに感じら

れるぶ㢮という関係性よりも地⌮的な要⣲がᙉくാいて

いることが明らかとなった。そこには、日ᖖ的に㨶や≀

のやりྲྀりを行っていたことやΎᤲసᴗ➼を༠同で行っ

ていたなど、᥋する㢖ᗘが多かったことやあるものを共

有する⩦័が有ຠにാいたといえる。中には、地域外の

⾑⦕者よりも㏆くの被災者を受け入れたという家もあり、

⾑⦕関係を㉸えた関係性が築かれていたことが、災害

においても有ຠにാいたといえる。�

�

4－3．避難ཷࢆけ入ࢀた残存住宅のୡᖏ≉ᚩ 
� 続いて、避難を受け入れた残存住宅のୡᖏ≉ᚩについ

て分ᯒを行う。まずは、ࣛ 。ンについて見ていくフࣛ

災害直後、ᙜ地༊でも㟁Ẽ・ࢫ࢞・Ỉなどのࣛフࣛ

ンが㐽᩿された。しかし、上グにも示したが、山やᕝか

らỈをᘬいているୡᖏが多く、家屋が残ったୡᖏのほと

んどがỈを入ᡭすることが可能であった。ࢫ࢞もࣃࣟࣉ

ンࢫ࢞を⏝いていたため、ࢫ࢞㔩を有しているୡᖏも多

かった。また、ࢫ࢞㔩を有していない家でも、山からᮌ

ᮦを入ᡭすることが可能であり、᫇ながらの㔩を⏝いて

。たれら見く多もᖏୡたっあで能可がとこく⅕を㣤ࡈや

このように、㟁Ẽが⏝できずに生活がฟ᮶なくなった

というୡᖏは少なく、なんらかのᙧで生活を行っていた。

Ỉをᘬいていなかったୡᖏにおいても、㏆所でỈがฟる

ୡᖏから入ᡭしており、┦に༠ຊしながら生活がᡂり

❧っていた（ᅗ１㸮）。㣗ᩱ面においても、⁺ᮧであると

いうこともあり、ほとんどの家ᗞに大ᆺの෭ᗜがあり、

㨶㢮をಖ存していたため、震災からᙜ分の間、㣗⣊にᅔ

ることも無かったという。しかし、㟁Ẽが㏻っておらず

ಖ存がきかないため、෭ᗜの㣗⣊も㏆㞄住民間で共有

していた。このように、残存住宅の中でも㏆㞄間で༠ຊ

することによって、一ᐃの生活を⥔持していたのである。

加えて、本地༊ではෙ፧ⴿ⚍を家で行うという㢼⩦があ

ったため、日ᖖには⏝しない㒊屋を多く有している

家が多かったこともあり、避難者を受け入れるవ⿱があ

った。つまり、災害直後も生活がẚ㍑的Ᏻᐃしていたこ

と、間ྲྀり的なవ⿱があったということが避難者を受け

入れることに⧅がった要⣲としてᣲࡆられる。�

� また、≀㈨に関しては震災直後、残存住宅から≀を集

めて避難所にᐤを行っていたが、各地から≀㈨がᒆき

ጞめると、避難所から残存住宅に≀㈨がᒆけられるよう

になっており、住民間が┦にᨭえྜっていたことが分

かる。こうしたことは、残存住宅の居住者及び避難者の

中でබᖹにᢅわれたという意㆑が生じており、地域の対

応に一ᐃの‶㊊感を示している。また、このように≀㈨

がබᖹに分㓄されたということも残存住宅が避難所化し

続けた要因の一つである。しかし、課題もあり、様々な

報が避難所に集中するため、残存住宅に報がᅇって

きづらいということや受け入れୡᖏが⚾㈈を持ちฟして

ᨭしていたことによる㈇ᢸ、こうしたことにకう避難

者のẼ㐵いが生じている。実㝿に、報が入ってこない

ᅗ１㸮：残␃ୡᖏの震災直後の生活༢ 

という⌮⏤から避難所に⛣ったୡᖏやẼをうという⌮

⏤で避難場所を⛣ったୡᖏも存在する。これらの課題は、

ᨭయไを整えることによってඞ᭹できるものであり、

ゎỴ策を᳨ウするవ地は༑分にある。�

 
㸳．⤖ㄽ 
� 本稿では、震災直後の避難実態から地域の分化実態と

地域復興への影響を明らかにした。�

�

地域住民の避難実態に関しては、�

ձ被災直後の地༊住民は大きく、指ᐃ避難所に避難した

ᒙ、残存住宅に残ったᒙ、残存住宅に避難したᒙ、㏆

㞄地༊（同学༊ෆの家）に避難したᒙ、その（同学

༊外に避難したᒙ）に分㢮され、その割ྜは、� 月

点でおよそ �：�：���：���：�のẚ率であったものが、

�月ᮎ点になると、���：�：�：�：���となり指ᐃ避

難所に避難したᒙは、仮設住宅がฟ᮶る前に避難場所

を⛣す割ྜが㧗いഴྥにあることが明らかとなった。�

ղまた、残存住宅に避難したᒙの中にも、家屋をኻった

ᒙとቯをචれ、⿵修➼を行うことで再び地域の自宅

で居住を行うᒙがおり、震災から間もない㡭はቯを

චれたᒙの割ྜが㧗く、家屋をኻったᒙの �ಸほどに

なっている。�

�

残存住宅が避難所化した要⣲としては、�

ճ災害直後も山Ỉ・ࣃࣟࣉンࢫ࢞・෭㣗ᩱ・㟁Ẽを⏝

いずに⏝できる㢼࿅や㔩➼を有しているୡᖏが多く、

㊊分に関しては、㏆㞄間で⿵うことで、一ᐃの生活

を⥔持することがฟ᮶ていたことが大きな要⣲として

ᣲࡆられる。�

մ加えて、間ྲྀり的なవ⿱があったことも一つの要⣲と

してᣲࡆられる。�

�

残存住宅の居住者と避難者の関係性については、�

յぶ㢮関係よりも㞄⤌ෆでの避難が᭱も多く、にも⫋

場の同、Ꮚ౪が同⣭生など日ᖖ的なὶが多かった

ୡᖏに避難していることが明らかとなった。本地༊に

おいては、日ᖖ的に㨶や≀のやりྲྀりを㏆㞄間で行っ

ていたことやΎᤲసᴗ➼の༠同సᴗを行っており、㏆

㞄間のὶが多かったこと、ものを共有する⩦័が災

害においても有ຠにാいたとゝえる。�

ն家屋被災したが⿵修可能である家の居住者や被災をච

れたがᾐỈ༊域に㏆い居住者は、被災程ᗘの差異がも

たらすᚰ⌮的な㒊分として避難所に行きづらいという

ことや自宅㏆くに避難することで∦づけや⿵修➼のస

ᴗを行い᫆くなるという面から㏆くの家に避難してい

る割ྜが大きくなるഴྥにあることも明らかとなった。�

շᨭయไに関しては、災害直後は残存住宅の居住者か

ら≀㈨を避難所にᐤしていたが、外㒊からᨭ≀㈨

がᒆくようになると、残存住宅の居住者と残存住宅へ

の避難者にもබᖹに分㓄されていたことが明らかとな

り、残存住宅ഃの㈇ᢸが㍍ῶされたこと、避難所との

差異を㍍ῶさࡏたことが、長期に渡って避難所化した

一つの要⣲といえる。�

�

また、このように残存住宅が避難者を受け入れたことは

避難所ഃにも点があり、�

ո避難ୡᖏ数の ��㸣が残存住宅に避難したことで、避

難所に✵間的・సᴗ的な㈇ᢸを㍍ῶさࡏている。�

չ避難場所の㑅ᢥ⫥をቑやすこととなり、状況にྜわࡏ

た避難が可能となっている。�

�

以上のことから、震災直後から仮設住宅に⛣るまでの

過程においては、残存住宅及びその居住者が、被災者に

対して≀㈨や家屋✵間など、ಶ人的に所有するものや✵

間を地域住民にᥦ౪することで、被災者の生活がᏳᐃす

るまでの期間を直᥋的にᨭえていた。そうしたことは、

避難所における✵間的・సᴗ的な㈇ᢸの㍍ῶや被災程ᗘ

の異なる住民間の⢭神的な㈇ᢸの㍍ῶ、家屋⿵修➼を行

い᫆くするといった様々な面において大きな役割を果た

したことが明らかとなった。また、その一᪉、≀㈨がᒆ

きጞめてからは、避難所から残存住宅の居住者や避難者

に㓄ᕸしに行くなど、各環境下でいにできる⠊ᅖの中

で┦にᨭえྜっていたことも明らかとなった。これら

の実は㠀ᖖに重要なであり、これまで㏱明な存

在であった残存住宅及びその居住者を含めた避難実態を

ᥦ示することで、震災前からの地域構㐀、地域住民の分

化と復興における影響に関する �つのഃ面を明らかにし

ており、加えて、㠀ᖖ態における地域の対応ຊを示し

た。以上のことから、地域構㐀をど㔝に入れ、住民のື

きを₶にするᨭ策を⦎ることで、行政・住民┦の

㈇ᢸを㍍ῶし、より地域の実にあった災害対応が可能

になると考える。�

しかし、本稿は震災直後から仮設住宅に至るまでの避

難生活の点であり、地域復興が本᱁化しጞめてからの

実態については触れていない。よって、ᘬき続きㄪᰝを
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れは、指ᐃ避難所の㈇ᢸをῶ少さࡏることに⧅がってお

り、被災をචれたୡᖏが復興過程において果たした重要

な役割である。�

被災程ᗘูに避難状況を見てࡳると、ቯをචれたୡ

ᖏのࡳを受け入れている家と、ቯしたୡᖏのࡳを受け

入れているୡᖏが多く、୧避難者を受け入れているୡᖏ

は少ない（⾲１、ᅗ㸶、ᅗ㸷）。また、ቯをචれたୡᖏ

の戸が同じ行政༊ෆ・㞄⤌ෆに⨨する㏆くの残存住

宅に避難しているのに対して、ቯしたୡᖏは㊥離を問

わず避難していることが分かる。さらに、ቯをචれた

避難者の多くが �か月後には自宅にᡠって生活をしてい

る。このような要因としては、大きく２つ、家屋が残っ

ているୡᖏが避難所に行くᚰ⌮的な㒊分と自宅㏆くに避

難することで、自宅の∦づけ、⿵修➼が行い᫆くなると

いう≀⌮的な㒊分がᣲࡆられる。ここには受け入れୡᖏ

ഃの㓄៖がᙉくാいているといえる。�

� またの≉性について見ていくと、ぶ㢮であることに

よって⧅がっているୡᖏも見られるが、� ௳と少なく、

ほとんどが地⌮的な⧅がりによるものであることが分か

る。そのにはぶ㢮ではないがẕ᪉の実家であったとい

うことやᏊ౪の同⣭生の家、⫋場の同といったෆᐜが

ᣲࡆられる。このように、一見⧅がりがᙉそうに感じら

れるぶ㢮という関係性よりも地⌮的な要⣲がᙉくാいて

いることが明らかとなった。そこには、日ᖖ的に㨶や≀

のやりྲྀりを行っていたことやΎᤲసᴗ➼を༠同で行っ

ていたなど、᥋する㢖ᗘが多かったことやあるものを共

有する⩦័が有ຠにാいたといえる。中には、地域外の

⾑⦕者よりも㏆くの被災者を受け入れたという家もあり、

⾑⦕関係を㉸えた関係性が築かれていたことが、災害

においても有ຠにാいたといえる。�

�

4－3．避難ཷࢆけ入ࢀた残存住宅のୡᖏ≉ᚩ 
� 続いて、避難を受け入れた残存住宅のୡᖏ≉ᚩについ

て分ᯒを行う。まずは、ࣛ 。ンについて見ていくフࣛ

災害直後、ᙜ地༊でも㟁Ẽ・ࢫ࢞・Ỉなどのࣛフࣛ

ンが㐽᩿された。しかし、上グにも示したが、山やᕝか

らỈをᘬいているୡᖏが多く、家屋が残ったୡᖏのほと

んどがỈを入ᡭすることが可能であった。ࢫ࢞もࣃࣟࣉ

ンࢫ࢞を⏝いていたため、ࢫ࢞㔩を有しているୡᖏも多

かった。また、ࢫ࢞㔩を有していない家でも、山からᮌ

ᮦを入ᡭすることが可能であり、᫇ながらの㔩を⏝いて

。たれら見く多もᖏୡたっあで能可がとこく⅕を㣤ࡈや

このように、㟁Ẽが⏝できずに生活がฟ᮶なくなった

というୡᖏは少なく、なんらかのᙧで生活を行っていた。

Ỉをᘬいていなかったୡᖏにおいても、㏆所でỈがฟる

ୡᖏから入ᡭしており、┦に༠ຊしながら生活がᡂり

❧っていた（ᅗ１㸮）。㣗ᩱ面においても、⁺ᮧであると

いうこともあり、ほとんどの家ᗞに大ᆺの෭ᗜがあり、

㨶㢮をಖ存していたため、震災からᙜ分の間、㣗⣊にᅔ

ることも無かったという。しかし、㟁Ẽが㏻っておらず

ಖ存がきかないため、෭ᗜの㣗⣊も㏆㞄住民間で共有

していた。このように、残存住宅の中でも㏆㞄間で༠ຊ

することによって、一ᐃの生活を⥔持していたのである。

加えて、本地༊ではෙ፧ⴿ⚍を家で行うという㢼⩦があ

ったため、日ᖖには⏝しない㒊屋を多く有している

家が多かったこともあり、避難者を受け入れるవ⿱があ

った。つまり、災害直後も生活がẚ㍑的Ᏻᐃしていたこ

と、間ྲྀり的なవ⿱があったということが避難者を受け

入れることに⧅がった要⣲としてᣲࡆられる。�

� また、≀㈨に関しては震災直後、残存住宅から≀を集

めて避難所にᐤを行っていたが、各地から≀㈨がᒆき

ጞめると、避難所から残存住宅に≀㈨がᒆけられるよう

になっており、住民間が┦にᨭえྜっていたことが分

かる。こうしたことは、残存住宅の居住者及び避難者の

中でබᖹにᢅわれたという意㆑が生じており、地域の対

応に一ᐃの‶㊊感を示している。また、このように≀㈨

がබᖹに分㓄されたということも残存住宅が避難所化し

続けた要因の一つである。しかし、課題もあり、様々な

報が避難所に集中するため、残存住宅に報がᅇって

きづらいということや受け入れୡᖏが⚾㈈を持ちฟして

ᨭしていたことによる㈇ᢸ、こうしたことにకう避難

者のẼ㐵いが生じている。実㝿に、報が入ってこない

ᅗ１㸮：残␃ୡᖏの震災直後の生活༢ 

という⌮⏤から避難所に⛣ったୡᖏやẼをうという⌮

⏤で避難場所を⛣ったୡᖏも存在する。これらの課題は、

ᨭయไを整えることによってඞ᭹できるものであり、

ゎỴ策を᳨ウするవ地は༑分にある。�

 
㸳．⤖ㄽ 
� 本稿では、震災直後の避難実態から地域の分化実態と

地域復興への影響を明らかにした。�

�

地域住民の避難実態に関しては、�

ձ被災直後の地༊住民は大きく、指ᐃ避難所に避難した

ᒙ、残存住宅に残ったᒙ、残存住宅に避難したᒙ、㏆

㞄地༊（同学༊ෆの家）に避難したᒙ、その（同学

༊外に避難したᒙ）に分㢮され、その割ྜは、� 月

点でおよそ �：�：���：���：�のẚ率であったものが、

�月ᮎ点になると、���：�：�：�：���となり指ᐃ避

難所に避難したᒙは、仮設住宅がฟ᮶る前に避難場所

を⛣す割ྜが㧗いഴྥにあることが明らかとなった。�

ղまた、残存住宅に避難したᒙの中にも、家屋をኻった

ᒙとቯをචれ、⿵修➼を行うことで再び地域の自宅

で居住を行うᒙがおり、震災から間もない㡭はቯを

චれたᒙの割ྜが㧗く、家屋をኻったᒙの �ಸほどに

なっている。�

�

残存住宅が避難所化した要⣲としては、�

ճ災害直後も山Ỉ・ࣃࣟࣉンࢫ࢞・෭㣗ᩱ・㟁Ẽを⏝

いずに⏝できる㢼࿅や㔩➼を有しているୡᖏが多く、

㊊分に関しては、㏆㞄間で⿵うことで、一ᐃの生活

を⥔持することがฟ᮶ていたことが大きな要⣲として

ᣲࡆられる。�

մ加えて、間ྲྀり的なవ⿱があったことも一つの要⣲と

してᣲࡆられる。�

�

残存住宅の居住者と避難者の関係性については、�

յぶ㢮関係よりも㞄⤌ෆでの避難が᭱も多く、にも⫋

場の同、Ꮚ౪が同⣭生など日ᖖ的なὶが多かった

ୡᖏに避難していることが明らかとなった。本地༊に

おいては、日ᖖ的に㨶や≀のやりྲྀりを㏆㞄間で行っ

ていたことやΎᤲసᴗ➼の༠同సᴗを行っており、㏆

㞄間のὶが多かったこと、ものを共有する⩦័が災

害においても有ຠにാいたとゝえる。�

ն家屋被災したが⿵修可能である家の居住者や被災をච

れたがᾐỈ༊域に㏆い居住者は、被災程ᗘの差異がも

たらすᚰ⌮的な㒊分として避難所に行きづらいという

ことや自宅㏆くに避難することで∦づけや⿵修➼のస

ᴗを行い᫆くなるという面から㏆くの家に避難してい

る割ྜが大きくなるഴྥにあることも明らかとなった。�

շᨭయไに関しては、災害直後は残存住宅の居住者か

ら≀㈨を避難所にᐤしていたが、外㒊からᨭ≀㈨

がᒆくようになると、残存住宅の居住者と残存住宅へ

の避難者にもබᖹに分㓄されていたことが明らかとな

り、残存住宅ഃの㈇ᢸが㍍ῶされたこと、避難所との

差異を㍍ῶさࡏたことが、長期に渡って避難所化した

一つの要⣲といえる。�

�

また、このように残存住宅が避難者を受け入れたことは

避難所ഃにも点があり、�

ո避難ୡᖏ数の ��㸣が残存住宅に避難したことで、避

難所に✵間的・సᴗ的な㈇ᢸを㍍ῶさࡏている。�

չ避難場所の㑅ᢥ⫥をቑやすこととなり、状況にྜわࡏ

た避難が可能となっている。�

�

以上のことから、震災直後から仮設住宅に⛣るまでの

過程においては、残存住宅及びその居住者が、被災者に

対して≀㈨や家屋✵間など、ಶ人的に所有するものや✵

間を地域住民にᥦ౪することで、被災者の生活がᏳᐃす

るまでの期間を直᥋的にᨭえていた。そうしたことは、

避難所における✵間的・సᴗ的な㈇ᢸの㍍ῶや被災程ᗘ

の異なる住民間の⢭神的な㈇ᢸの㍍ῶ、家屋⿵修➼を行

い᫆くするといった様々な面において大きな役割を果た

したことが明らかとなった。また、その一᪉、≀㈨がᒆ

きጞめてからは、避難所から残存住宅の居住者や避難者

に㓄ᕸしに行くなど、各環境下でいにできる⠊ᅖの中

で┦にᨭえྜっていたことも明らかとなった。これら

の実は㠀ᖖに重要なであり、これまで㏱明な存

在であった残存住宅及びその居住者を含めた避難実態を

ᥦ示することで、震災前からの地域構㐀、地域住民の分

化と復興における影響に関する �つのഃ面を明らかにし

ており、加えて、㠀ᖖ態における地域の対応ຊを示し

た。以上のことから、地域構㐀をど㔝に入れ、住民のື

きを₶にするᨭ策を⦎ることで、行政・住民┦の

㈇ᢸを㍍ῶし、より地域の実にあった災害対応が可能

になると考える。�

しかし、本稿は震災直後から仮設住宅に至るまでの避

難生活の点であり、地域復興が本᱁化しጞめてからの

実態については触れていない。よって、ᘬき続きㄪᰝを
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続けていくことで、復興過程における地域の分化実態を

明らかにでき、長い間軸の中で、地域の実態をᥗむこ

とが、新たな▱見になり、それをもって復興計画・地域

計画に⧅ࡆなければならない。�

�

�
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